
識別管理のポイント
～牛肉・豚肉～

JGAP農畜産物使用ロゴマークの使用に関する

• カット、加工された商品である「精肉」や「食肉加工品」、GPセンターを

通して出荷された「鶏卵」の包装・梱包資材に使用できるのは、

「JGAP農畜産物使用ロゴマーク」です。

商品へのJGAPロゴマーク表示
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トレーサビリティの重要性

• トレーサビリティとは、食品(家畜)の移動を把握できることを意味しま

す。万が一、事故などが起きた時に、記録・経路を確認することによ

り、原因究明にもつながります。

• 商品に「JGAP農畜産物使用ロゴマーク」を表示するには、JGAP認証

農場産の原材料を使用していることを確実にするため、トレーサビリ

ティを確保する必要があります。
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(参考)食品トレーサビリティ「実践的なマニュアル」

この他、取組手法編、製造・加工業
編、卸売業編など様々な業種編が
あります。

取り組み事例なども紹介しています
ので、トレーサビリティへの取組み
に、こちらも参考にしてください。
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入荷・出荷伝票等の記録の保存 チェックリスト※１

記録の保存方法は伝票などの紙媒体、データの電子媒体
とがあります。

記録類は、取り扱う食品の法令、賞味期限、または消費期
限に応じて合理的な期間を設定し、保存してください。

出典：食品トレーサビリティ「実践的なマニュアル」抜粋
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出典：食品トレーサビリティ「実践的なマニュアル」抜粋

入荷・出荷伝票等の記録の保存
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チェックリスト※１

※ 納品予定数量と実際に届いた納品数量は、
複数人または機械(システム)と人で2重に
チェックできる対策をしてください。



＜識別表示例＞

・出荷伝票等にロット番号/個体識別番号(牛)とJGAP認証の有無を記載してもらう（する）

・出荷伝票にロット番号/個体識別番号(牛)と認証農場名を記載してもらう（する）

・ラベルにJGAP認証の表示をしてもらう（する）

・箱に認証農場名またはJGAP認証農場産であることを表示してもらう（する)

・食肉標準物流バーコードを利用してJGAP認証取得の有無を表示してもらう

・JGAP認証取得の証明書など、生産者を確認できる書類を添付をしてもらう（する）

・ラベルに記載の個体識別番号(牛) → 農場名から識別 → JGAP農場検索

※「認証農場名」は認証書に記載されている登録農場名または登録番号を正しく記載してもらうこと
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個体/ロットの識別管理 チェックリスト※２

＜枝肉ラベルの貼付例＞ ＜紙媒体による識別方法の例＞

個体/ロットの識別管理(枝肉）

・枝肉のフックや枝肉自体に識別表示をして個体/ロット管理を行う
・紙が剥がれないよう(なくならない）対策を取る
・複数個所に表示して剥がれた時の対策を取る
・（可能であれば）ロット単位でレーンを区別する
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○○株式会社御中

枝肉番号 重量

240158 77.0

240159 77.0

240160 78.0

240161 79.0

240162 76.0

2019年3月1日

納品伝票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○食肉センター

生産農場

豚枝肉
品名

○○農場（JGAP認証）

豚枝肉

豚枝肉

豚枝肉

○○農場（JGAP認証）

○○農場（JGAP認証）

○○農場（JGAP認証）

○○農場（JGAP認証）

豚枝肉

・納品(出荷)伝票に枝肉番号/個体識別番号(牛)と JGAP認証の表示や認証農場名の記載を

出荷先にお願いする

・ラベルや出荷(納品)伝票に、認証農場名、個体識別番号（牛）の記載だけであれば、

「JGAP農場検索」（日本GAP協会ウェブサイト）を利用して認証農場であることを確認する

＜識別表示例＞
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個体/ロットの識別管理(枝肉）

入荷予定表と商品の個体識別番号やロット番号等を照合

＜識別表示の例＞

↓個体識別番号

JGAP認証農場産
L123456789

○○⽜

出荷元：○○○○

↓箱に表示ラベル ↓ラベルに表示

JGAP ○○農場 ○○豚
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個体/ロットの識別管理(部分肉）



JGAP認証農場証明書

この豚肉は、○○県で生産した
JGAP認証農場「○○農場」の豚肉
であることを証明します。

登録番号L123456789 ○○ 農場

＜ JGAP認証農場の証明書の例＞
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個体/ロットの識別管理(部分肉）

・JGAP認証取得の証明書など、生産者を確認できる書類を添付をしてもらう（する）

※「認証農場名」は認証書に記載されている登録農場名を正しく記載してもらうこと

食肉標準物流バーコードの利用

＜枝肉ラベル＞の表示例

出典：(公社)中央畜産会「国産牛肉トレーサビリティ導入手引書」抜粋11



食肉標準物流バーコードの利用

＜部分肉ラベル＞の表示例

出典：(公社)中央畜産会「国産牛肉トレーサビリティ導入手引書」抜粋12

食肉標準物流バーコードの改訂

①補助バーコードの「（7002）名称：枝肉番号」JAS区分の名称変更し、区分
コードを追加する。

②名称変更：生産情報公表食肉JAS認証、GAP認証等食肉であることを示す
「認証区分」とする。

③区分コードの追加：４．５．６を追加する。

０：一般（認証なし）
１：生産情報公表JAS認証

４：ＧＡＰ取得チャレンジシステム確認済農場
５：ＧＡＰ認証
６：生産情報公表JAS認証＋GAP認証

××× ○○○○ ▲ □ ●● △△ ■ 計１４桁

工場番号 枝肉番号 左右区分 畜種 品種 原産地 認証区分

出典：平成29年5月食肉流通標準化システム協議会第一回全体会資料抜粋
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＜識別対策例＞

・作業計画書(指示書)や識別ラベルなどで、原材料を［個体/ロット］単位で確認できる

・カット作業を行う際の部位の順番が決められていて、[個体/ロット]の切り替わりが

明確に識別できる

・[個体/ロット]の最初または最後を識別できる対策をしている

・[個体/ロット]単位で[時間的/物理的]に仕分けしてカット作業を行っている

・[個体/ロット]の切り替わりの際には必ず間隔をあけていて、切り替わりが明確に

識別できる

・１つの[個体/ロット]作業の終了後に、まな板を清掃してから次の[個体/ロット]の

作業を行っている
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カット作業工程の識別管理 チェックリスト※３

枝肉～部分肉カット工程の識別管理＜例＞

前のロットの最後 ー バラ
次のロットの先頭 ー 肩
→ パーツでロットの切り替えを識別

ロットの先頭に指示書
各作業担当者が頭数（15）を確認

ロット番号 農場 頭数

ライン別作業指⽰書

○○農場(JGAP)

JGAP
○○農場

○○県

○○農場(JGAP)

○○農場(JGAP)
○○農場(JGAP)
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○○農場
○○農場

○○農場
○○農場
○○農場

○○農場

○○農場

○○農場

○○農場
○○農場
○○農場

○○農場

○○農場

○○農場
○○農場

○○農場
○○農場
○○農場

○○農場
○○農場
○○農場
○○農場
○○農場
○○農場
○○農場



・札、ラミネート、シールを使ったロット管理
・札、ラミネートに関しては休憩毎に枚数を確認し異物混入ないよう注意
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枝肉～部分肉カット工程の識別管理＜例＞

シートをまく

背脂をのせるロットの最後を、一部脂を剥いて識別

シートをまく シートをまく 17

枝肉～部分肉カット工程の識別管理＜例＞

・[個体/ロット]の最初または最後を識別できる対策をしている



次の個体/ロット作業の前に
まな板を清掃する
不要なラベルは片づける

個体識別
番号

JGAP認証農場
○○牛

個体/ロットの識別ラベルの確認

個体/ロットの識別表示 １トレイに１個体/ロットで管理

個体/ロットごとに識別して作業

識別
ラベル
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部分肉～精肉カット工程の識別管理＜例＞

・原料を使いきらずに戻す場合は、必ず識別ラベルをつける
・冷蔵庫内は乱雑に入れると「表示間違い」の原因になるので整理整頓を心掛ける
・加工中の部分肉は、個体/ロットごとに箱で管理する

加工途中原料の管理＜例＞

識別
ラベル

識別
ラベル
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＜識別表示例＞

・カットした部分肉の包装・梱包資材に、識別できるラベル等を貼付する
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作業後の識別管理(部分肉) チェックリスト※４

部分肉の包装資材に
ラベルを貼付 →

JGAP ○○農場 ○○豚

↓ラベルに表示

＜ロゴマーク表示の注意点＞

・日本GAP協会に申請し、ロゴマークの
使用許諾、表示デザインの承認を得
ている

・登録番号が読める
・ブランド名/商品名より目立たない
・登録番号などのロゴマークデザイン
を勝手に変更しない（色以外）

○○県 ○○農場

JGAP認証農場産 ○○牛
ロース薄切り(○○県産)

○○牛

文字による
JGAP認証
の表示

JGAP農畜産物使用
ロゴマークの表示
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＜識別表示例＞

・カットした精肉の包装資材に、JGAP認証農場産であることを表示する

作業後の識別管理(精肉) チェックリスト※４



JGAP認証農場検索

⽇本GAP協会（JGF)
http://jgap.jp/
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JGAP認証農場検索
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JGAP認証農場検索

※ 「登録番号（L＋9桁）」または「農場名」で検索できます。
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Livestock＆Livestock Products


